母親が感じる育児上の「困難」に関する研究(6) - 縦断的調査によるまとめ - by 窪 瀧子 & 井狩 芳子
－ 11  －
Ⅰ．問題と目的
　表題の研究テーマを掲げて、2007 年 12 月に茨城県下妻市のＴ保育園、横浜市のＮ幼稚園の
保護者を対象として調査を開始した。354 名から得られた結果を踏まえて、園児の年齢による変

























































































































第１回：Ｔ保育園回答者数 19名中 10 名（52.6％）
　　　　Ｎ幼稚園回答者数 70名中 13 名（18.6％）
第２回：Ｔ保育園回答者数 23名中 10 名（43.5％）
　　　　Ｎ幼稚園回答者数 66名中 13 名（19.7％）
第３回：Ｔ保育園回答者数 35名中 10 名（28.6％）
　　　　Ｎ幼稚園回答者数 67名中 13 名（19.4％）
第４回：Ｔ保育園回答者数 13名中 10 名（76.9％）
　　　　Ｎ幼稚園回答者数 55名中 13 名（23.6％）






























































































































































































－ 20  －
第３回；しつけは必要。
第４回；しつけは必要。









































































－ 22  －
のようなことをし、節約に努め、子どもにもお金の説明をして家族みんなで貯金
する。実家からの援助。


































－ 23  －
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究（6）
あっという間に過ぎるので流されないように子どもの成長を感じたい。





























































































































































第 2回調査  
年少組
2009 年 2月
第 3回調査  
年中組
2010 年 3月






第 2回調査  
年少組
2009 年 2月
第 3回調査  
年中組
2010 年 3月




1T なし なし 朝の準備に時
間がかかる


















































































仕事と両立 健康保持 経済事情 自由な時間
仕事と両立
8T Ｎ . Ａ . 世話全て 落着きなし
病気関連
言葉関連













































第 2 回調査 
年少組
2009 年 2月









第 2 回調査 
年少組
2009 年 2月
















なし なし 家事全般 経済事情 なし
13N がんこ がんこ 机に向かわず なし なし 仕事と両立 仕事と両立 なし
14N なし 食関連 なし 言う事聞かず なし なし 夫の非協力 なし
第 2 群（子どもに関する苦労感なし）

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 過不足感＊ 
第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第3回 第4回





























































































































































































































































































































































































































－ 34  －
9 
 





起床時刻 就寝時刻 睡眠時間 過不足感＊ 
第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第1回 第2回 第3回 第4回 第3回 第4回






















































































































































































































































































































































































































































































間 43 分と両者間に差はない。第４群は平日９時間 38 分、休日 10 時間 12 分と休日の方が 34
分ほど長い。
（2）幼稚園児の睡眠時間
　表３－２に示したように、幼稚園児の睡眠時間は、第１群の平日が 10 時間 24 分、休日 10
時間 39 分、第２群は平日 10 時間 14 分、休日 10 時間 20 分、第４群が平日 10 時間 21 分、
休日 10 時間 40 分と平日休日間に差はなく、第３群のみ平日９時間 44 分、休日 10 時間 19
分と平日が短時間である分だけ休日は 35分ほど長くなっている。
（3）保育園児の母親の睡眠時間









起床時刻＊1 就寝時刻＊1 睡眠時間＊1 過不足感＊2 
第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 3 回 第 4 回


























































































































































































































































































注）＊1；年少組 7 月は未調査  
































起床時刻＊1 就寝時刻＊1 睡眠時間＊1 過不足感＊2 
第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 3 回 第 4 回 






























































































































































































































































































































































































注）＊1；第 1 回は未調査 









起床時刻＊1 就寝時刻＊1 睡眠時間＊1 過不足感＊2 
第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 3 回 第 4 回 






























































































































































































































































































































































































注）＊1；第 1 回は未調査 
＊2；〇＝大体足りている △＝足りている時と足りない時がある ×＝足りていないことが多い 
 
表４－２　母親の睡眠リズム（幼稚園）



































































































































































































































　第２群と第３群において、事例 16 Ｎと 19 Ｎは子どもに従順性、事例 18 Ｎは育児を夫と半々
担当することで苦労感の軽減を図っている。15Ｎは、子どもに自主性を求め、夫は非協力的だが、
しつけ項目を年少時の 13 項目から年長時の４項目へと激減させるという自分自身の意識改革に











労感を増幅させていると推測される（事例 12Ｎ、16 Ｎ、19 Ｎ、20 Ｎ、23 Ｎ）。
　保育園の事例と幼稚園の事例を比較すると、育児の主たる担い手であることに納得できないと







































－ 43  －
窪・井狩：母親が感じる育児上の「困難」に関する研究（6）
生懸命に育児と格闘していたが、事例１Ｔ、事例１Ｔ、事例 15 Ｎ、事例 17 Ｎ、事例 21 Ｎのよ
うに、少々の手抜きをしたり、発想の転換をすること、自分が変わることなどで、穏やかな気持
ちで楽しく育児に取り組めるようになったという報告もある。鯨岡が提言するように、育児には
肩の力を抜いて、完璧を求めないことが必要であろう。
　なお、事例６T、13Nには、稽古事や学習習慣がしつけの一環として取り上げられていたが、
この学びの習慣については別の観点からの検証が必要となる。
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付記：長い間、この調査にご協力くださったＴ保育園とＮ幼稚園の関係各位と保護者の方々に心よりの謝意
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